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Summary

　 To 　develop　suitable 　methods 　of 　laising 　seedlings 　at　cool 　temperature 　for　Elatum　hybrids　of 　Delphinium
，
　effects

of 　raising 　temperaturc 　of　seedlings 　and 　stage　of　seedlings　at　planting　and 　shor にphotopeliod　during　cool　raising 　on

plevention　of　early　bolting　and 　number 　of　florets　 were 　invesしigated．　 Early　bolting　 was 　 almost 　completeiy

p7evented　when 　seedlings 　of
‘Blue　Springs’were 　raised 　at　cool 　temperatures 　of 　20 ℃ （day，12　hrs）and 　IO　

cC

（night ）．　Marketable　spikes 　with 　more 　than　30　florets　were 　harvested　even 　at　planting　in　the　hot　season 　of　August
when 　seedlings 　of

‘Blue　Springs
｝
werc 　grown　at　cool 　temperatures 　till　the　stage　with 　6−7developed 　leaves．　Short

photoperiod（8　hrs）during　cool　raising 　increased　the　number 　of 且Qrets　of
‘Magic　Fountains　Lavender’，but　did　not

change 　the　number 　in‘Blue　Springs’．　Cooling　durlng　night （16　hrs）only 　decreased　the　number 　of 　floret　markedLy
in‘Magic 　Fountains　Lavender’and 　slightly 　in‘Blue　Springs’．

キ ー
ワ
ード ； デ ル フ ィ ニ ウ ム，冷房育苗，促成栽培，早期抽台

緒 　　言

　デ ル フ ィ ＝ ウ ム の エ ラ ータ ム 系品種を 11月上旬 か ら開

花 させ る早期促成栽培 で は，育苗時期が真夏の高温 ・長日

期 に あた る．こ の た め育苗 そ の もの がむずか しい うえ，多

くの 苗が育苗中に抽台す る．未抽台の 苗を選ん で定植し

て も苗が十分に 生長す る ま で に抽台して 開花す る，こ の

よ う な苗は早期抽台苗 とい わ れ，高温・長 日条件に 反応し

て 開花が過度に促進され る こ とか ら，小花数が著し く少な

くな り，商品性の あ る切 り花が得 られ な い （村上 ・長野，

1980；蝶野 ら，1986；勝谷 ・池田，1997）．

　 こ の た め デル フ ィ ニ ウ ム の 切 り花は，夏か ら秋 に か けて

は北海道 を 中心 と した冷涼地 で 生産され て い る．一方，温

暖地 で は最低気温 が 20℃ に低下 し始め る 9月中旬に な る

と定植後の 生育が順調 に進む の で ，こ の 時 に 良い 苗を確保

す る こ とが で きれ ば，冷涼地で の 栽培が困難と な る 11月

に 商品性 の あ る切 り花を得る こ と が 可能 に な る．しか し，

前述 の よ うに，真夏に播種 ・育苗す る と高温 に よ る苗 の 生

育不良や，高温 ・長 日 に よ る早期抽台 の 発生が み られ る．

　本研究 で は ，こ れ らを防止 し，良い 苗 を確保 す る育苗技
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術を開発す る た め，まず育苗温度と抽台， 切 り花品質との

関係 次い で冷房育苗 した苗 の 大きさと切り花品質 との 関

係に つ い て調べ た ．さ らに，1 日の 間の 冷房時間や冷房時

の 日長の影響に つ い て も検討 した．

材 料 お よ び 方 法

実験 1 ．育苗 時 の 温 度 が 抽 台 に 及 ぼ す 影 響

　
‘
ブルー

ス プ リ ン グ ス
’
を供試 し，1991年 5 月 23 日に

バ ーミキ ュ ラ イ トを入れ た プ ラ ス チ ッ ク製 の 播種箱 に 種

子を播い た，こ れ らの 育苗箱を複数準備 し，ガ ラ ス 室内の

C

な りゆ き
’
温度条件下 で 発芽さ せ た．本葉が展開 した実

生苗を 6月 11 日に ，昼間 （7：00〜19：00）と夜間 （19：00−

7：00）の 温度を 20− 10℃ （昼温
一夜温 ），25− 15℃ お よ び

30−20°C に 設定 した 自然光利用型 フ ァ イ トトロ ン 内に 移

して 自然 日長下 で 栽培 した，対照 として，播種か ら連続 し

て 遮光 した 温室内の
‘

な りゆき
’

温度 で 栽培す る区を設け

た ．6月 27 日 に本葉が 1− 2枚展開 した実生苗 を 9cm ポ

リ ポ ッ トに移植し，さ ら に展開葉が 6 −−7枚に 生長し た苗

を 8月 1 日に 12cm ポ リポ ッ トに 鉢替え した．抽台 に つ い

て は 40株 を対象 に 播種後 100 日 目の 8月 31日 ま で 調査 し

た，

実 験 2 ．冷房 育 苗 終 了 時 の 苗 齢 が 開 花 に 及 ぼ す

　　　　影 響

　
‘
ブ ルー

ス プ リン グス
’
を供試 し，1989年 6月 17 日に
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昼温（7：00 〜19 ：00）25 ℃ ，夜温 （19 ：00〜7：00）15 ℃ に設定

した 自然光利用型 フ ァ イ ト トロ ン 内で播種 し，こ の温度で

育苗 した．7月 24 日 に 本葉 が ユ〜2枚展開 した実 生 苗を 7．

5cm ポ リポ ッ トに 移植 した 後，20− 10℃ に 設定した フ ァ

イ トトロ ン 内 で，苗 が 所定の 大 きさ に 達す るまで 育 て た．

展開葉 が 2〜3枚 に 達 した 8月 8 日，4〜5枚 に 達 した 8月
17 日 ，

6 − 7枚に 達 した 8月 29 日に苗を 50 ％ 遮光 したガ

ラ ス 室内 の 地床 に そ れ ぞ れ定植 した．最低夜温が 10℃ を

下 ま わ る よ う に な っ た 10 月 10 日以降加温 し て 最低 10 ℃

に維持 した．なお，ガラ ス 室 の 平均 日最高気温と最低気温

は，8月が 33．6−21．2 ℃，9月が 31．0−189 ℃ で あ っ た．

10月に入る と平均日最高気温 は 26，9℃ に 低下し，10月 9

日 ま で の平均 日最低気温 は 12．1 ℃，11月の平均日最高気

温は 24．8℃ で あ っ た．無冷房区は，移植後遮光 した 温室

内の
‘
な りゆ き

’
温度で 育苗し，展開葉が 5枚の 苗を 8月

21 日に定植 した．各区に 20株ず つ を供試し，自然日長条

件下で 栽培 し，開花状況 を 11 月 30 日ま で 調査 した．

実 験 3 ．冷 房 育 苗 方 法 の 違 い が 抽 台 ・
開 花 に

　　　　及 ぼ す 影 響

　
‘

ブ ル ー
ス プ リ ン グス

’

と
‘

マ ジ ッ ク フ ォ ン テ ン ラ゚ ベ ン

ダー’
（以下，M ．　F．ラベ ン ダー

）の 種子を 1995年 6月 22

日に セ ル成型 トレイ の 中に 播種 し，昼温 （7：00− 19；00）20
’C，夜温 （19：00−−7：00）15℃ に 設定 した 自然光利 用 型 フ ァ

イ トトロ ン 内 に 移 して 発芽 させた．本葉が 1−・2 枚展開 し

た 7月 21 日 に，実生 苗を 7．5cm ポ リポ ッ トに 移植 して育

て た ．

　8月 3 日 に，昼間 （7：00−・19：00）20 ℃ ，夜間 （19：00−

7：00）10 ℃ に 設定 した 自然光利用型 フ ァ イ ト トロ ン に移

し，こ の 温度 で 終 日冷房す る 自然 日長区と短 日処理 （8時

間日長，9：00− 17：00）区と を設け た．さ らに短日処理区 で

は，別に 昼間は戸外の 遮熱型寒冷紗下 に お き、夜間（17：00
−−9：00）は 10 ℃ ・暗黒 と した冷房室内 に 移 して 育苗す る夜

冷区 も設 けた．こ の 区の 昼間 の 最高温度は 27．5・・39．0 ℃

で 推移 し た．

　9月 1日に，展開葉が 6〜7枚に達 した実生苗をプラ ス チ

ッ ク箱 （58 × 39 × 深 さ 8cm ）に 6株ず つ 定植 した．定植

後 は，50 ％ 遮光 した ガ ラ ス 室内に 箱を移す とともに，最

低夜温 10℃，16時間 日長条件下 で栽培 した ．各処理 区 に

25株ず つ を供試 し， 開花状況を 12月 22 日 まで調査 した ，

結　　果

実験 1 ．育 苗 時 の 温 度 が 抽 台 に 及 ぼ す 影 響

　播種後 100 日目に お け る抽台は，25− 15℃，30−20 ℃

の 処理温度と
‘

な りゆ き
’

区で 70％以上 み られ た が 120
− 10℃ 区で は 32．5％ と著 し く低か っ た （第 1表 ）．ま た t

育苗時の 温度が高い ほ ど，少な い 展開葉数 で 抽台す る株，

す な わ ち早期抽台株の 割合が高くな っ た．

実験 2 ．冷 房 育 苗 終 了 時 の 苗 齢 が 開 花 に 及 ぼ す

　　　　影 響

　定植時期が高温期で あ っ た こ とか ら，い ずれ の 処理区 も

ほ ぽ 揃 っ て 抽台 した が，6〜7枚区 で は ロ ゼ ッ ト化 した 株

が 1株み られ た （第 2表）．冷房育苗終了時 の 展開葉数が

大きい 苗ほ ど，切り花長，小花数，小花ま で の 展開葉数の

い ずれ の 値も大き くな り，品質の 優 れた 切 り花が得 られ

た，展 開葉 4〜5枚 に なるまで冷房 した区 で は小花数 の 平

均 は 39．6輪で あ っ た が ，小花数 30輪未満の 切 り花品質の

劣る株が 45％含まれ て い た．これ に対 して ，6〜7枚ま で

冷房 した区で は 30輪未満の 株が 10 ％ と著 しく少な くな

っ た．

実験 3 ，冷 房 育 苗 方 法 の 違 い が 抽台 。
開 花 に

　　　　及 ぼ す 影 響

　
‘
ブ ル ー

ス プリン グス
’
の 12月 22 日まで の 開花率は，終

日冷房 した場合，自然 日長区 と短 日 （8時間 日長 ）区 は とも

に 96 ％ と高か っ た が，夜冷 ・短 日区で は ロ ゼ ッ ト化す る

株が
一

部 で みられ 88 ％と少 し低か っ た （第 3表）．切り花

第 1表 育苗時の 冷房 温度 が
‘
ブ ル

ー
ス ブ リン グ ス

’
の 抽台 に 及 ぼ す影響 （播種 100 日後 ）

昼 温
一

夜温

　 〔℃ ）　　　 6葉未満

展 開葉数別 抽台 率〔％）

6〜7葉 8〜9葉 10葉以 上 計

20− 1025
− 1530
− 20

な り ゆ き

2．510
．016
．730
，8

E

り

079

自

冖
’

51

ρ
り

　

344

12．522
．516
．710
．3

10．02
．516
．70

32．570

．091
．887
．3

第 2表　冷房育苗処 理終了時 の苗齢が
‘
ブル

ー
ス プ リ ン グ ス

’
の 開花に及 ぼ す影響

　 苗 　齢 　　 　 開花率 　 　 切 り花長

（展 開 葉 数）　 　 （％）　 　 （cm ）

　　　　 小 花数別株 の 割 合 （％ ）
小花 数
　 　 　 　 　 30未 満　　 　30 以上

小 花ま で の

　 葉数

357

房

〜
〜
〜

冷

246

無

10010095100 57．6az77
．9　b80

．9b6L3
　 a

14．Da39
．6b55
．8c14
．3a

55059419
「
arDO

暫
D

　

50

σ

13．4a20
，5b29
．3c13
，6a

Z
異なる アル フ ァ

ベ
ッ ト問 に チ ュー

キ
ーの 多重検定 （5％ レベ ル ）で 有意差あ り
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第 3表 　苗の 冷房方 法の 違 い が
‘
ブ ル

ー
ス プ リ ン グ ス

’
の 開花に 及 ぼす影響

　　　　　 冷房 時の 　　 開花率 　　 切 り花長
冷房 方 法

z

　　　　　　 日 長 　 （％） 　 （cm ）

　　　　小 花数別株 の 割合 （％）　小花まで の
小 花 数
　　　　　30未満　　　30 以上　　　葉数

終 日冷房　　 自　 然
y

終 日冷房　 　 　8時 間

夜 間冷房 　 　 8時 間

6649n

ひ

00

124 ．1aX

正24，3all4

．Oa

54．4a51

，5a43

，2a

8
ρ

QO

　

12

240Qり

88

28．2b33

．Oc23

．6a
：

終 日冷房 ： 昼 間20℃，夜 間 10℃、夜間 冷房 ：昼 間
’
な り ゆぎ　（最高気温 27．5℃ − 39．O℃）、夜間 10℃

y
日長の 推移 ： 13．8時間〜14．8時間

x

異 な る ア ル フ ァ
ベ

ッ ト間に チ ュ
ーキーの 多重検 定 （5％ レ ベ ル ）で 有 意差 あ り

第4 表　苗の 冷房方法の 違 い が
‘

マ ジ ッ クフ ォ ン テ ン ・ラ ベ ン ダー’
の 開花 に 及ぼ す 影響

　　　　　 冷房 時の 　　 開花率 　　 切 り花長
冷房 方法

z

　 　 　 　 　 　 日 長 　 （％） 　 （cm ）

　　　　 小花 数別 株の 害11合 （％ ）　 小 花 ま で の
小 花数
　　　　　30未 満　　　30以 上　　　葉数

終 日冷房 　　 自　 然
Y

終 日冷房 　 　 8時間

夜 間冷房 　 　 8時 間

96100100 116．5aX1252al11

．6a

39．8a57

．Ob32

．5a

28

」τ

3

　

4

8

ワ一
ρ
0

ρ
QQ

σ
PD

26，4a33

．9b25

．3a
z’y’x

第3表の 脚注を参照

長 は ，夜間冷房区 で は 終 日冷房の 両 日長 区 と比 べ ，10cm

ほ ど短 くな っ た が ，切 り花と して 十分な長さで あ っ た．小

花数 は，終 日冷房 した 区が 日長 に か か わ らず夜間冷房区に

比 べ 8．3− 11．2輪多 くな っ た．小花数 が 30輪未満の 株の

割合 は，終 日冷房 区の 8〜16 ％ に 対 し，夜間冷房区が 20

％ と少 し高 くな っ た．小花まで の 葉数は，終日冷房区が夜

間冷房区に 比べ 4，6・・9．4枚多 くな っ た．終 日冷房
・短日区

の 葉数は自然 日長区 に 比べ 4，8枚多 くな っ た．

　
‘M ．F．ラ ベ ン ダー ’

で は，い ずれの 処理 区とも開花率 が

100 ％，あ るい は そ れ に近か っ た （第4 表 ），切り花長 は
，

終 日冷房 に 8 時間の 短 日処理を加え た区で は他区よ りも

10cm ほ ど長 くな っ た．小花数は夜冷区で は 32．5eeと少な

か っ た が，終日冷房・自然 日長区で は 39．8輪 さ らに，終

日冷房 に 短日処理を組み合わ せ る と 57．0輪と多 くな っ た，

小花数が 30輪未満の 株の 割合 も，終 日冷房した 短 日処理

区で 著 しく低 くな っ た．小花ま で の 葉数は，夜間冷房区と

終 日冷房 した 自然 日長区 と は ほ ぼ 同 じで あ っ た が，終日冷

房に短 日処理をす る と自然 日長区 に 比 べ て 7．5枚多 くな っ

た．

考　　察

　苗の 早期抽台発生を防止するた め，冷房処理 に よ る育苗

方法 に つ い て 検討 した 結果，昼間 20 ℃ 一夜間 10℃ の 冷房

温度 が 早期抽台の 防止 に 最 も効果 が高 く，早期抽台を ほ ぼ

完全 に 防止 で きる こ とが実験 1で明 らかとな っ た，平井 ・

森（1999）は高温時期に育苗環境 の み を平均温度が 20℃ 以

下 に な る よ う局所的に冷房 し，実用的に デ ル フ ィ ニ ウ ム の

早期抽台防止効果 が 得 られ る こ とを報告 して い る が，局所

冷房 に よ っ て 夜間の 温度が か な り低下 して い る もの と考

え ら れ る．

　実験 2で は，実験 1で 早期抽台防止に 有効と さ れ た昼間

20 ℃ 一夜間 10℃ の 冷房室で 育苗 した苗を高温時期 に 定植

す る場合，どれ くらい の 大きさ の 苗ま で 冷房処理す れ ば十

分な 品質の 切 り花 が得 られ る か を検 討 した，そ の結果，展

開葉が 6〜7枚まで冷房育苗すると小花数は 50輪以上 と な

り，しか も小花数 30輪未満 の 株 の 割合も 10 ％ と き わ め て

低 く，実際栽培 に 適 用 で き る こ とが 明 らか に な っ た ．ま

た，20− 10℃ の冷房室 で育苗 した 場合 に は，展開葉が 6

枚未満で抽台 した 早期抽台苗 の 発生率は 2．5 ％ の 低 さ で

あ っ た （第 1 表）．実際栽培で は 定植予定苗数 よ り 5 ％ 程

度多 く育苗し，早期抽台 した苗を抜き取 っ て未抽台の 苗を

植え直す こ と に よ っ て ，苗 の 早期抽台は ほ ぽ 回避で き る こ

とに なる、

　冷房方法 に は終 日冷房す る方法 と，夜間 の み冷房す る夜

間冷房処理 の 方法 が考え られ ，トル コ ギ キ ョ ウ の ロ ゼ ッ ト

化回避 に は夜間冷房処理 が 有効 と され て い る （吾妻・高野，

1996）．夜間冷房処理 で は 日中の 温度は寒冷紗の 下の
‘

な

り ゆ き
’

とな る こ とか ら最高温度 は 27．5〜39，0 ℃ と高 く，

実験 3で は終日冷房に 比 べ 切り花品質 の 劣 る こ とが明 ら

か に さ れ た，しか し，夜間冷房処理 区の 小花数 は，実験 は

異なるが 無冷房区の もの （第 2表）に 比べ る と著 しく多く

な っ て い る．こ の こ とか ら，夜間 に 10℃ ま で 温度を低下

させ る と，日中は
‘

な りゆ き
’

温度として もかな り小花数

を増加させ る効果 が あ る と み な さ れ ，

‘

ブ ル ース プ リ ン グ

ス
’
で は そ の 効果が高 く，実用的に 適用 で きる 可能性 が 示

され た．しか しなが ら，早期抽台 しやす い
‘M ．F．ラベ ン

ダ
ー’

で は終日冷房 した場合で も小花数 30 未満の 切 り花

品質の 劣る株が 32 ％ あ り，小花数を増加さ せ る に は さ ら

に 短 日処理 を加え る こ と が 必要 で あ る こ と が 示さ れ た ．

な お ， 小花数は 小花まで の 葉数との 間 に高 い 相関が認 め ら

れ て おり（勝谷 ・池 田，1997），本実験 で も小花 ま で の 葉数

が 増加す る と小花数 が 多 くな る こ とが 確認 さ れ た．

　以上の結果 ， 6月下旬か ら冷房育苗を開始 し，展開葉が

6・・7枚に生長 した苗を 9月上旬に 定植すれば高品質の 切
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り花を 11月 に得 られ る こ とが示 された．また，早期抽台

しや す い
‘M ．F，ラベ ン ダー’

で は，冷房育苗時に 短 日処理

を加え る こ とが小花数の 増加に有効で あ る こ と も示さ れ

た．

摘　　要

　エ ラータ ム 系デ ル フ ィ ニ ウ ム の早期抽台を防止す る冷

房育苗法 を開発す る た め，育苗時の 冷房温 度，冷房育苗終

了時の 苗 の 大き さ お よ び冷房育苗の 方法が抽台と切 り花

品質に 及 ぼ す影響に つ い て 検討 した．

　 1．‘ブ ル
ー

ス プ リ ン グ ス
’
の 早期抽台を防止す るに は ，

昼間 （12時間 ）20 ℃ 一
夜間 （12時間 ）10　

CC

の 温度 で，展開

葉数が 6− 7枚 に 生長するま で 冷房育苗すると有効 で あ っ

た．

　 2．冷房処理中 の 日長を短 日に す ると，
‘

ブ ル ー
ス プ リン

グス
’
で は 小花数の 増加は ほ とん ど認 め られなか っ た が，

‘M ．F．ラ ベ ン ダー’
で は顕著 に 認 め られ た ．

　3，昼間は
‘

なりゆ き
’

と し ， 夜間の 16時間の 温度を 10

℃ に低下さ せ る夜間冷房処理 は，
C
ブ ル ー

ス プ リ ン グス
’

で は 小花数の 減少が終 日冷房す る 区 に 比 べ て わ ず か で あ

り，実用的に適用可能 で あ っ た．
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